
10月18日(土)、はだのこども館にて「みんなで作ろう！はだの交流施設ワーク
ショップ」を開催し、秦野市在住・在学・在勤の方など15名の方にご参加いただきま
した。

8月24日(日)に開催した第1回ワークショップにて皆さんからいただいたアイデアを
踏まえて作成した施設ゾーニング図(案)を見ながら、多世代交流施設から生まれる“に
ぎわいイベント”をテーマに、グループに分かれてイベント企画案を考えていただきま
した！

【第2回WSの満足度】

・施設内で竹で作る水鉄砲ワークショップを開催
・竹の水鉄砲を持って水無瀬川沿いへ！
・対岸まで遠くに飛ばせられるか竹の水鉄砲バトル
・昼食は、竹を使って流しそうめん 秦野の特産品のそばを流してもいいかも!!
・流しそうめんは施設から商店街までできるだけ長く…目指せ！ギネス記録!!
・施設内ではキッチンカーやバザーが出店
・施設内だけでなく商店街も巻き込んだ一大イベントに！歩行者天国のような感じにしたい

・屋内遊具施設は障がいのある子どもも遊べる“インクルーシブ遊具”に！※
・時間帯で貸し切って障がいのある子どもが自由にのびのびと遊べる空間に！
・屋内遊具施設の隣で、発達が気になるこどもと向き合うための子育てセミナ

ーを開催
・子どもがパニックになったときの対処法や、就学について、親の心の持ち方

など専門家の先生を呼んで学びたい
・土日開催で父母揃って参加したい！

・子どもたちがチームを組んで職業体験
・ハローワークのように、子ども自身が仕事を探して興味を持ってもらう！
・職業体験は秦野市商店街と協力！規格外商品の売り出しでロスを減らす！
・新しく起業したい人もこのイベントをチャレンジの機会にしてほしい
・働いてお金(OMOTANコイン)をゲット！
・お金を当日の会場で使うこともできるし、次回のイベント

のために貯めることもできることで、お金について学べる！
・秦野の魅力(お店・歴史・自然など)を

知ってもらう、再認識してもらう機会にしたい

・子どもがやりたい事、高齢者が得意なことをまずは引き出す！
・それを高齢者が教えながら子どもと一緒にやってみる
・教えることで力を伸ばし、発表・交流の場を生み出すサイクルが必要！
・まずはプロがこどもと高齢者のニーズを把握しマッチングする仕組みづくり

（高齢者とこどもをきっかけに親世代にも拡大したい）
・一回きりのイベントではなく、継続的な開催へ！

満足

とても
満足

• 思いが色々ありますが、子どもと大人
が一緒に過ごせる場所を作っていきた
いです。

• いろんな方と交流できて、楽しかった
です！

• 市民全体が集まれるイベントが多くで
きるとありがたい！

• 世代別の考えがあって面白かったです。
よりよい施設ができるのを願います。

現在秦野市ウェブサイトにて、「秦野市多世代交流
施設整備基本構想(案)」のパブリック・コメントを
募集しております。（11月16日(日)まで）
詳細は、秦野市ウェブサイトをご覧ください！
URL：
https://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/
contents/1544578573775/index.html
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※ インクルーシブ遊具
誰もが一緒に遊べるように
設計された遊具


